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｢教育と自己教育」 の関係に関する考察 瀞
一訓育過程の組織
Ｉ．はじめに－｢教育の自己教育への転化」
の困難性
自己教育という概念は，これまでわが国においては，
主として社会教育の分野で研究されている。しかし今
日，子ども・青年の自立・発達における歪みを克服し，
「あらゆる機会に」「あらゆる場所で」発達をつくり
だしていくという見地から，目己教育概念は子ども・
青年の自立・発達にかかわる概念として次のように論
じられている。
「現代における子ども・青年の成長・発達の否定性
は，なによりも社会の教育力と形成力のゆがみが，彼
らをして教育力と形成力の自主的なにない手として成
長することを大きくさまたげているところにある。こ
とばを代えていえば，それは『教育の自己教育への転
化』の困難性である。そして，子ども・青年の自立の
困難さもこのことを指している。」（⑨－５頁）
現代の子ども・青年における発達の否定性は，何よ
りもまず経済不況を背景とした地域・家庭の崩壊，生
活の貧困化等の社会的矛盾の反映にほかならないので
あり，それゆえに，社会と人格を媒介する教育の役割
はますます重要なものになってくる。つまり子どもの
人格発達が彼の内的な目己iiZ動過程であり，また発達
の自己運動が教育的指導を必要とするというとき，こ
の「教育の目己教育への転化」の困難性は克服すべき
緊急の課題であり，その「転化」のすじ道とその論理
を解明する必要性に迫られているといえるのである。
筆者は自己教育についてはすでに「自己教育概念の
検討一訓育過程の組織方法論（その４）」(『広島大学
大学院教育学研究科博士課程論文集』第10巻1984年）
において，発達の原動力としての自己教育，自己教育
の個体発生的発達，自己教育主体の形成の視点につい
て論及した。本論文ではその継続として，意識と行動
の統一，発達の自己運動という視点から，自己教育主
体を形成する方法論的基礎を明らかにすることを課題
としている。
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主義的取り締まりの「指導」論に通じるし，その裏返
しとしての「徳目主義」という意識唯一の立場とも結
びついている。ゆえに意識と行動の統一の見地は，
現在の管理主義的，適応主義的「指導」論が子どもの
行為，振舞，態度だけを問題にし，内面や意識を問題
にしないという状況下にあって，ますますその意義を
高めている。
発達における子どもの内面を重視したのは，ペスタ
ロッチである。
「子どもたちを，外面的な事柄に対しても活動的に，
思慮深く，好意的に，従順にするためには，私はまず
彼らの内面それ自体を，そして，正しく，かつ道徳的
な`情操のごときものを，かれらの内面において眼覚め
させるというようにせざるをえませんでした。それ以
外に途はなかったのです｡」⑥－２４頁）
1．自己教育思想の子ども観
子どもを主体として捉えるというとき，その捉え方
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ベスタロッチのこうした「自己実現の思想｣(②－ｓ
６１３）は，１９世紀における最も熱心な彼の信奉者であ
るティースターヴェークに継承されている。
「目己活動とは，人間がその努力および行為のより
どころを，自己自身の中に求め，それにもとづいて行
為しなくてはいけないということを意味している。つ
まり，かれが，かれ自身の行為を決定せねばならない０●
とU､う目由な自己決定の原理，すなわち自由というこ
とが，そこには含まれているのである。」（⑤-,８旬
ペスタロッチにおいても，ディースターヴェークに
おいても労働者階級の独自な使命の洞察は欠けており，
ゆえに国家。社会との関係での「自由」の把握は不十
分であるとはいえ，市民的立場に立つことで，時代の
鮫も進歩的な方向を担っていた。また，「自己教育」
という言葉で子どもを捉えていないとはいえ,_子ども
の目己指導，自己を自ら方向づける能力の担い手とし
て子どもを捉える理論的，実践的基礎を打開したので
ある。
今世紀に入って「環境変革と自己変革の統一」の哲
ｷﾞｱを背景とした労働者階級の自己教育運動の影響が，
エドウィン･ヘルンレの思想に強力に反映している。
「-Fどもを教育の容体としてのみならず，客体であ
ると同時に主体であるとみる｡」⑪－ｓ､105）
そのさいへルンレは子どもをして社会変革の主体に
育てることを意図している。こうしたヘルンレの見解
は，子どもを教育の対象とはみるが，発達を自由に志
向する，若い成長中の人格とはみない当時の教育学の
猪潮流と￣線を画し，自己教育を対象変革活動におけ
る環境変革と自己変革の一致の原則の上にのせたので
ある(VgL,②－ｓ､613）。こうして教育は子どもによ
る子どもの目己教育へと転化しなければならないこと
か明らかにされたのである。
人格は集団において活動をとおしてのみ発達する。
人格は自己の存在を規定している集団を変革の対象と
しており，集団を変革していく活動をとおして，集団
の構成員と相互に交流しあい関係を結びあっている。
この交流において主体は「働きかける主体」として「
働きかけられる対象」としての他者と関係を結ぶ。そ
の結果，他者の中に｜他者にとっての目己」が生じ，
それが対象化されて主体に反映し返す。自己教育はこ
うした集団的交流をまずは基礎としているのである。
次に「他者にとっての自己」を反映した主体の中に
それを意識するもう一人の自己が生じてくる。すなわ
ち，自己に反映した自己意識の客体としての「他者に
とっての自己」とそれを意識する自己意識の主体とし
ての「自分にとっての自己」とが主体内部に生じてく
る(③-36～37頁参照)。こうした主体内部における
二つの自己への分裂は「子ども自身をして，自分を対
象化するもう一人の自分の存在に気づかせ，自らの発
達課題にいどむ自立の契機を内側からつかませること」
（⑩－５９頁）になるのである。
さらにこの主体内部における二つの自己への分裂は，
自らの発達課題にいどみかかり「変わろうとする自己」
と発達課題の前に立ちすくむ，現状肯定的な「そのま
までいようとする自己」との矛盾を成立させる。自立
とは「変わろうとする目己」を鼓舞し，発達課題にい
どみかかることであり，自立の困難さとは「そのまま
でいようとする自己」の優位にほかならない。この二
つの自己の矛盾は外から与えられる指導とそれに対す
る子ども自身の構えとの矛盾の反映形態なのである。
よって目立のためには発達課題への達成意志の形成が
まず求められるのである。
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ところで，発達とは「たんに起こるのではなくて達
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成される（傍点原文）」ものであり，「子どもの主体
的な達成」（⑦-56頁）だといわれる。課題に対する
達成意志とともに，達成能力も形成されるのである。
すなわち主体が「変わろうとする自己」と「そのまま
でいようとする自己」との矛盾を集団に支えられなが
ら克服すること，「変わろうとする自己」として自立
した主体が，課題を達成し能力を極得することが発達
なのである。発達とは主体が新しい自己として生まれ
変わる自己変革なのである。
このように主体が発達を達成するとは，集団におけ
る活動と交流を土台とした，「他者にとっての自己ｊ
→「自分にとっての自己」→「変わろうとする自己」
の不断の「自己再生産」過程である。また同時にこの
過程はひとつの系として外的な刺激他者からの働き
かけ）を内部に転換させて系を維持していく「自己規
制」過程であり，古い自己を否定し新しい自己を生み
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H・自己教育主体の形成過程
自己教育を発達課題として捉えれば，それは主要に
はi1i年期の課題である。しかしそのことは幼年期，少
年期には自己教育が不可能ということではなく，それ
ぞれの時期は，自己教育の萌芽期，無意識的自己教育
の段階として，青年期の意識的自己教育を準備するの
であり，ゆえに各時期における発達課題を指導の課題
として位置づけなければならない（ＣＭ③_c､24,31／
VgL,Ｓ24,30)｡すなわち自己教育は自己教育主体の形
成過程と捉えなければならないのであり,そこには自己
愈識の形成から自己変革への過程が含まれている。
こうした自己教育主体の形成過程は個体発生的過程
であるとともに，どの段階にも共通して経過する特質
をもっている。以下その特質を仮説的に述べてみたい。
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だす「自己否定」過程でもある。発達の自己運動はこ
の「自己再生産」「自己規制」「自己否定」の三つの
契機をもった弁証法的過程なのである｡⑭-177～183
頁参照)。
自己教育とは子どもが活動をとおして自己自身に働
きかけてこれを変革することであったが，あらゆる自
主的な活動が自己教育活動ではない。自主的な活動は
自己教育の条件ではあるが，上述の自己規制，自己否
定，自己再生産の一連の過程を意識的に制御する活動
が自己教育活動なのである（ＣＭ．③－c､10,35／V91,
ｓ､１２～13,34）。指導がこの過程に転換されたとき，
自己教育は発達を導くのである。
したがって「自己教育への教育は教育過程全体の一
定の質であり，つねに考慮すべき教育的指導のアスペ
クト」（②－ｓ､22）と捉えなければならないのである。
化とは，個人的な欲求を生活の進歩のための必要を正
しく反映させた要求に高め，その要求を集団の力で実
現させ，そのことをとおして集団生活の体制を変革し
ていくことなのである。こうして対象（集団）変革と
ともに自己変革の要求は組織されるのである。
２集団の組織化と教師の指導性
教育とりわけ生活指導が集団を問題にする意味は，
集団はそれ自体として－つのシステムではあるが，そ
の一方で，社会，実生活のもつ教育力や諸矛盾を反映
させているという点に求められる。すなわち第一には
社会生活のもつ人間形成力を意図的，合目的的に組織
することであり，第二には，集団における生活を自ら
の力で改善していくとりくみを組織することであり，
このことが将来の主権者形成につながっていくからで
ある。このような意味で集団は人格発達の基礎。土台
としての発達集団なのである。
さて，自己教育の目標は集団における他者との交流
をとおしてのみ生じる。自己変革の要求は「子どもが
つねに集団との関係，集団の彼への要求を意識するこ
とによって，意義ある自己評価をせまられるときに生
じる｣(②－ｓ､619）のである。この見解は集団の組織
化が自己教育のための決定的な条件であることを示し
ている。すなわち，個人が集団の要求に無条件に服従
するのではなく，個人が集団の討議と実践に積極的に
参加することの重要性を示しているのである。たしか
に集団は自己教育の決定的な前提ではあるが，集団を
組織することが自動的に自己教育を準備するのではな
い。教育（指導）は集団を介することで，個人にそれ
ぞれに固有の課題を媒介し，集団的諸決定を遂行させ
るさいに彼の人格に固有の力を意識させ，そうして自
己教育へと転化するのである（V91.,②－ｓ､621）。
このような意味で「集団的自己教育」という概念が
成立する（V91.,②-ｓ､620)｡自己教育は社会的な過程
であり，決して集団生活から分離した個人の自己完成
なのではない。自己教育は「自己教育の共同作業」(ク
ループスカヤ）としてしか行なわれないのである。そ
して，集団の力が高まれば高まるほど，集団は相互に
教育しあう諸個人の相互教育体となるのである。集団
は自己教育と相互教育を統一するのである。
ところで，集団づくりは前述した要求と組織化とと
もに要求を実現していメための自治組織の確立を含
んでいる。集団づくりは，単なる相互の認識，生活の
認識を問題にした意識づくりではなく，民主的行動を
も問題にし，それをとおして意識を変えるものである
ことが確認されている。この意識と行動の統一が集団
づくりにおける要求の組織化と自治組織の確立との二
側面とその統一を要請してくるのである。自治組織確
Ｎｂ集団における自己教育と教師の指導性
１発達要求の組織化と教師の指導I性
教育的指導は目己教育を介してのみ発達を導きうる
のであるが，自己教育は教育（指導）とは相対的に独
自に進行する過程でもあり，発達の未達成は「教育の
自己教育への転化」の未達成である。自己教育によっ
て子ども。青年は彼ら独自の見解。世界観にしたがっ
て，意識的lとか無意識的にか自己を一定の方向に導こ
うとしているのであり，その方向は必ずしも肯定的方
向だけではなく，否定的方向である場合もある。現実
の子どもの姿はこの点においてつかまなければならな
いし，教育（指導）とは彼らの中に「変わろうとする
自己」と「そのままでいようとする自己」との対決を
組織し，彼らを肯定的方向へと導く仕事なのである。
さて，そのさいに最も重要になってくるのが，子ど
も・青年に自己自身の発達要求をつかませることであ
る。たとえば人前で話せない子どもは，話す能力がな
いのではなくて，話すことが自分の立場をますます悪
くするとか，話すことは無駄だという意識をもってい
るのである。こうした状態が彼らをして話す能力の発
達をはばんでいるのである。自己の要求を自らつかむ
ことができない要因は彼自身の中よりもむしろそうい
う準拠枠をもった彼をとりまく集団の中にある。した
がって問題の解決は彼自身をして集団関係の変革の主
体へと育てることにあるのである。
このように教師の指導性とは，集団内における子ど
もの位置。行動を彼らの内面においてつかみ，それを
客観的な必要＝集団の課題として彼らの前に教師の要
求として提出し，それを彼ら自身に自己の要求として
つかみとらせること，そして個の要求を集団の要求に
高めていくことにあるのである。すなわち要求の組織
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ある。この矛盾は協働（自治）の力を衰弱させる性格
を持っている。集団づくりはまずこの矛盾から出発し，
この矛盾を克服していくことでもあり，この私的な関
係における矛盾も公的な集団全体にかかわる問題とし
て取り組まなければならない。
いずれの場合にしても，矛盾は指導目標を達成する
さいに生じるのであり，この矛盾が「自己再生産」「
目己規制」「自己否定」の三つの契機をもった発達の
自己運動の原動力となって自己教育を推進するのであ
る。
立のねらいはあれこれの係や当番をつくって仕事をさ
せることではなく，自治の機関を中心として「全員（
総会）で決めたことは必ず守る」「不利益には黙って
おかない」等の民主的な行動のし方を教えることであ
り，要求を実現するための行動を統制するためなので
ある。
３．集団における矛盾と自己教育
上述のように，自己教育は集団の中でしか行なわれ
ないのであるが，そこにおける教育（指導）の役割は，
直接個々人を指導したり，個々人に要求を出したりす
るのではなく，集団の機関に要求を出すことである。
教師から出された要求は，組織された集団があるとき，
集団およびその機関を介することで集団の世論となっ
て諸個人に作用する。そして諸個人は世論の担い手と
して仲間に働きかけたり自己自身にも要求を出したり
するようになるのである。
教師はリアルな集団認識を背景として一定の行動を
要求する。この要求はそこに反映した集団的必要の認
識をとおして，諸個人の自己修正，自己教育の手がか
りとして子どもたちに作用し，行動に媒介されていく
のである（V91.,②－S､622）。
このように教師の指導は集団を媒介とすることで子
どもたちひとりひとりに作用していく。つまり教育作
用の基本形式は「教師（指導）－集団一子ども（
発達）」の三項関係であり，この平行的教育作用（マ
カーレンコ）を土台にした間接的一媒介的指導が自己
教育を導くのである。
また平行的教育作用は教師の要求と子どもの要求と
が集団を介して矛盾しあう関係にあることを示してい
る。自己教育の集団的決定性という点から考えるなら
ば，集団における他者との協働のさいに生じる矛盾か
ら自己教育の目標・願望は生じるものである。集団に
おける矛盾は，第一に集団の組織一構造上の矛盾とし
て，機関一班，班一個人間に生じる。これを指導の側
からみれば，機関一班，班一個人間の矛盾の止場は，
指導目標の貫徹であり，子どもの側からみれば，集団
内により多くの自己教育主体が形成されていくことで
ある。第二に，集団が活動目標を達成していく過程で
達成の早さ，質等に矛盾が生じてくる。この矛盾は能
力の絶対的な差として固定的に捉えてはならない。こ
の矛盾は先進的な取り組みを評価し集団に広げたり，
おくれや失敗に対してはそこに集団の援助を投入した
り，その原因を明らかにし，集団全体の教訓とするこ
とで克服されなければならない。第三に，以上のよう
な協働（自治）過程における矛盾のほかに，私的な関
係における矛盾がある。いじめ－いじめられ－傍観者，
ポスーとりまき－被害者という形であらわれる矛盾で
証.＝
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V･おわりに
以上みてきたように，自己教育は教育と相対的に独
目性を保ちながら発達に作用するとともに，教育と弁
証法的な関係にある。すなわち，自己教育は教育と発
達との媒介項なのである。そしてまた自己教育は集団
の中に位置づけられなければならない。よって，子ど
もに自己教育力が発達し，集団に自己指導力が形成さ
れれば，指導は不必要になるのではなく，新たな発達
課題にむけた高次の機能と方法が指導には要請されて
くるのである。$す
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